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  ６月の笹路での黒川さん宅に引き続き、第二弾です。上の平区の岡田さん宅にお邪魔し、昔の水と暮らしにつ

いての聞き取り調査をしました。水については、井戸の話が多かったけど、他の暮らしぶりが面白かったです。聞いて

いる平成の子どもたちからは、考えられない生活で改めて、 

「へえ～」と、びっくりすることが多かったですね。やはり、私たちって贅沢な暮らしなのかしら？？ 

 最後には、優しく教えてくださった岡田さんに感謝をこめて、鈴鹿馬子唄をみんなで唄いました。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

                 こぼれ話だよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

水と暮らしの聞き取り調査  第二弾 ７月２５日 

２０１１年 

８月号 

昔は雷がよく落ちた。
避雷針がなかったた
めに、雷が鳴ると二軒
か三軒の子どもが麻
の蚊帳に隠れたもの
だ。 

生活用品を竹細工で作っ
た。医者にはめったにか
からない。手の施しよう
がないとき。それも、親
戚を呼んで相談してか
ら。 

牛肉を食べるのは、年に
１度くらし。珍しいこと
なので、親戚と相談して
食べた。 

昔は、川を石やむ
しろでせき止め
て３０メートル
くらいのプール
にした。 

兎取りが学校の行事
であって、みんなで
野の兎を狩って食べ
た。兎は食用であっ
た。 

昔はどこの家にも
お金はなかった。あ
まり店で買わない。
自給自足。 

水と暮らし 

・昔は、全部井戸だった。「はねつるべ」というものをくみ

上げていた。顔を洗う、歯を磨くだけでも井戸からのくみ

上げ。 

・井戸の水を使えば、次の日には湧いてくるものであった

が、水脈が変わったりすると、井戸がかれることもあり、

掘りなおすこともあった。 

・風呂は３日に１回。沸かしたら、他の家からも人がやっ

てきて、14、15 人が共用。 

・井戸があるので、水は豊かであった。 
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７．８月イベントからのレポート 

   琵琶湖博物館記念イベントにゲスト参加  7 月３日 

  
琵琶湖博物館開館１５周年記念、「びわ湖の日」制定３０周年記念のビックイベント、イブニングコンサートに、ゲストとして招待

されました。７月１日～３日間のこのイベントでは、びわ湖に関する「さかな君トークショー」等子どもむけの内容が盛りだくさんという

こともあって、とても多くのお客様でした。浜街道がと止まってしまった時間帯があったようです。エフエム滋賀さんとのコラボのこの

イブニングコンサートだったので、ＭＣがなんと大角香里さん、(カオリン)Ｅ－ｒａｄｉｏリスナーの私としては、とても感激いたしました。

さて、本番ですが、久々の大舞台に、はじめていどんだデビューの鈴鹿姫ともほちゃん、大きな声でがんばったよね。コロスも、小

さなメンバーばかりだったけど、堂々としてましたよ。皆が楽しそうであったことが嬉しかったですね。お疲れさま～ 
 

 

 

 

 

 

 山内キャラクターの名称(ニックネーム)募集 
 

 山内エコクラブでは昨年度、山内のイメージキャラクターのデザインを公募し、「鈴鹿姫」と 

「小てんぐ」という二つのキャラクターを決定しました。 

これらのキャラクターは、今後、当エコクラブのマスコットキャラクターとして使用していくほか、観光や交流、特産品の

販売等でも、山内をＰＲするキャラクターとして、山内の皆さんに広く活用していただこうと考えています。採用された方

には、プレゼントを贈呈します。どしどし、応募ください。 

①                      ② 

 

 

 

 

 

        

 

締切は、9 月 20 日までです。 

応募される方の住所、氏名、電話番号をご記入の上、下記までメールまたは郵送でご応募ください。 

あなたも仲間 夢と感動と潤いを届ける 山内エコクラブ  随時メンバー募集してます。 

事務局  〒５２８－０２０８ 滋賀県甲賀市土山町黒川 2063   竜王真紀 

URL:http://www3.to/yamaeco    電話 090-7966－2262   

メール  ryuoh-mtm@maia.eonet.ne.jp 

鈴鹿姫： 
人間の心も洗い清めて
くれる女神さま 

子てんぐ： 

あって、ちょっとヌケて

いて、あまりコワくない

天狗さん 

 


